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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，軽度発達障害児の認知機能を生物学的水準で評価

することであった．特に，「環境の変化」に対する認知特性を明らかにするために事象関連脳電

位（ERP）を指標として検討した．その結果，予期しない変化に対する注意捕捉を反映する ERP

成分が個々人の認知機能を評価する指標として使用できること，そして，ADHD児の高い転動性

は初期知覚処理，すなわち，注意すべき領域への空間的注意の困難に起因することが示された． 

 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to evaluate the cognitive functions of 
children with mild developmental disorders at the biological level. In particular, event-related brain 
potentials (ERPs) were used for revealing the attentional function for unexpected changes in the 
environment. The results indicate that the ERP components reflecting the attentional capture for 
unexpected change can be used as an index for evaluating individuals' cognitive functions. Addi-
tionally, they show that children with ADHD have difficulty in focusing spatial attention on the 
to-be-attended zone of visual space, which permits irrelevant stimuli to induce greater distraction. 
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１．研究開始当初の背景 
 
近年，注意欠陥多動性障害（AD/HD），広汎性

発達障害（PDD），学習障害（LD）など軽度発
達障害児の不適応行動の問題が注目を集め
ており，その対処法や早期発見のための各障
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害および合併症の鑑別診断法の確立が急務
である．軽度発達障害の中核症状の一つに，
知覚や注意を含む認知機能の障害があり，発
達障害児の教育・指導を考える場合，彼ら／
彼女らの基本的な認知機能を正しく評価す
ることが不可欠である．表面に現れる障害が
どのレベルの問題に起因するのかを特定す
ることなくして適切な指導を行うことは困
難であり，かつ，その問題を放置することは
二次的障害を生じさせることにもなる． 
 また，これらの障害の原因は脳の機能障害
であると考えられているものの確定はなさ
れておらず，診断は行動特性によってなされ
ている．鑑別診断法を考える際には，上述の
認知機能の問題を生物学的水準で検討する
ことが求められる．しかし残念ながら，発達
障害児の基本的な認知機能特性を脳の機能
障害として評価する研究は，国内外を見ても
多くはない． 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究では，発達障害児の認知機能を
生物学的水準で客観的に評価することを目
的とした．特に，発達障害の多くについて前
頭葉機能の問題が指摘されていることから，
本研究では，前頭葉機能との関連が指摘され
ている「環境の変化」に対する認知特性を明
らかにする． 
 
３．研究の方法 
 
認知機能を評価する指標として，非浸襲的に
脳の機能を評価しうる事象関連脳電位（ERP）
を用いる．ERP は，頭皮上から記録した脳波
を加算平均処理することによって，各刺激に
対する脳の特異的な反応を抽出したもので
ある．これは，刺激によって生じる求心性の
反応だけでなく，刺激を待ち受ける準備状態
や，その刺激に対する認知過程をも反映し，
刺激呈示前から行動反応出力後までをミリ
秒単位で評価できる時間分解能に優れた指
標である．さらに，行動反応を要求しない刺
激・事態においても ERP反応を得ることがで
き，発達障害児を対象とした場合には最適の
指標と言える． 
 また，ERP は，近年急速に進歩した脳機能
画像法（PET，fMRI 等）に比べ，被験者の拘
束が弱く，この点からも本研究に適した指標
である． 
 
４．研究成果 
 
以下，各年度に行った，（１） 基礎的実験と
しての視覚および聴覚ディストラクション
効果についての検討，（２）ADHD 児の高い転
動性の原因についての検討，そして，（３）

ADHD 特性とオッドボール課題での P300 との
関係についての検討，に関する研究成果を報
告する． 
 
（１）ディストラクション効果 
初年度は認知機能評価に用いる課題を決定
するための基礎となる実験研究を行った． 
 前頭葉機能を反映する認知機能の一つで
ある「環境の変化に対する作業記憶の活動」
を評価しうる課題として，ディストラクショ
ン効果に注目し，反応時間および事象関連脳
電位（ERP）を指標として検討を行った．ディ
ストラクション効果とは，求められている課
題とは無関係な刺激属性の逸脱に注意が捕
捉されることにより，求められる課題遂行が
阻害される現象である．例えば，音の長さの
弁別中に音のピッチが逸脱したり，図形の形
を弁別中に図形の色や大きさが逸脱すると，
求められている音の長さや形の弁別に要す
る時間が延長したり，誤答が増えたりする現
象である．また，このときの ERP上には，逸
脱の処理を反映する反応が得られる． 
 聴覚刺激を用いた実験では逸脱の予測性
がディストラクション効果に及ぼす影響を
検討した．その結果，逸脱の出現および逸脱
する特徴次元が予測可能な事態であっても
ディストラクション効果は生じ，かつ，その
効果は予測できないときに比べて大きくな
ることが示された．ERP の結果から，この効
果の増大は注意捕捉以降の段階での処理の
質的な変容によるものと考察された． 
 また，視覚刺激での実験では，ERP の結果
から，行動反応を求められる刺激と求められ
ない刺激でのディストラクション効果が質
的に異なることが示された． 
 これらの結果は，ディストラクション効果
が個々人の認知機能，特に前頭葉機能を評価
する課題として使用できる可能性を示唆し
ている． 
 
（２）ADHD児の高い転動性の原因について 
 
第２年度には ADHD 児を対象とした実験を
行った． 
 ADHD 児の高い転動性が後期処理である認
知コントロールの問題なのか，あるいは初期
知覚処理に起因するのかを検討するために，
ADHD 児および定型発達児が視覚弁別課題中
の ERPを記録した．課題は，課題とは無関係
に低頻度で生じる逸脱を無視しつつ，標的刺
激にのみ反応することであった．逸脱は，変
化条件では課題とは関わらない刺激属性の
変化，出現条件では刺激の周りへの妨害刺激
の出現であった．定型発達児に比べ，ADHD児
は両条件のすべての刺激に対して小さな P1
を惹起した．また，定型発達児は両条件での
逸脱刺激に対する P3 に違いはなかったが，



 

 

ADHD 児は出現条件の方が大きな P3 を惹起し
た． 
 P1は視覚野での初期知覚処理を反映し，そ
の振幅は空間的注意に影響される．他方 P3
は後期の注意配分処理を反映する．ここでの
結果は，ADHD 児の高い転動性は初期知覚処理，
すなわち，注意すべき領域への空間的注意の
困難，に起因する可能性を示している． 
 
（３）ADHD特性とオッドボール課題での P300
との関係 
 
最終年度も引き続き ADHD 児等の軽度発達障
害児を対象とした実験を継続することが好
ましかったが，研究代表者の所属変更により，
これが困難となった．そこで第３年度は定型
発達者（健常者）を対象に，典型的なディス
トラクション事態の一つであるオッドボー
ル事態での予期しない刺激変化に対する反
応と，ADHD特性との関係を検討した． 
 その結果，検出を求められる変化刺激（標
的刺激）に対しては頭頂部優勢な ERP成分 P3b
が惹起され，検出を求めない変化刺激（ディ
ストラクタ）に対する ERP上には P3bよりも
前方の中心部で最大の P3aが観察された．ま
た，標的刺激に対する P3b 振幅は ADHD 得点
と負の相関を示した．これらの結果は，ADHD
傾向が高い者は，低い者に比べて，すべきこ
とに対しての処理資源配分が少ないことが
示された． 
 
 これらの成果は，まず，環境の予期しない
変化に対する注意捕捉を反映する ERP成分が
個々人の認知機能を評価する指標として使
用できることを示し，そしてその応用として，
ADHD児の高い転動性は初期知覚処理，すなわ
ち，注意すべき領域への空間的注意の困難に
起因することを示した． 
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